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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巾木の前面を覆う立板部と、立板部の下部から前記巾木とは反対方向に突出する底片部
とを有する下部カバー材と、
　巾木の上面を覆う上片部と、該上片部の壁とは反対側の端縁部から下方に突出して前記
立板部に重ねられる下方突出板部とを有する上部カバー材と、を備え、
　前記下部カバー材は、前記立板部の下部に、前記巾木とは反対側が前記巾木とは反対方
向に段差状に張り出すとともに前記巾木側が前記巾木とは反対方向に段差状に凹む段部が
設けられており、
　前記立板部の前記巾木側には、前記立板部の長手方向に延在する切断ガイド溝が複数形
成されていることを特徴とする巾木用カバー。
【請求項２】
　前記上片部の前記巾木側には、前記上片部の長手方向に延在する切断ガイド溝が複数形
成されていることを特徴とする請求項１記載の巾木用カバー。
【請求項３】
　巾木の前面を覆う立板部と、立板部の下部から前記巾木とは反対方向に突出する底片部
とを有する下部カバー材と、
　巾木の上面を覆う上片部と、該上片部の壁とは反対側の端縁部から下方に突出して前記
立板部に重ねられる下方突出板部とを有する上部カバー材と、を備え、
　前記下部カバー材は、前記立板部の下部に、前記巾木とは反対側が前記巾木とは反対方
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向に段差状に張り出すとともに前記巾木側が前記巾木とは反対方向に段差状に凹む段部が
設けられており、
　前記上片部の前記巾木側には、前記上片部の長手方向に延在する切断ガイド溝が複数形
成されていることを特徴とする巾木用カバー。
【請求項４】
　前記上部カバー材は、前記下方突出板部が前記立板部の前記巾木とは反対側に重ねられ
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項記載の巾木用カバー。
【請求項５】
　前記底片部が軟質の樹脂材料からなっていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か一項記載の巾木用カバー。
【請求項６】
　前記上片部が軟質の樹脂材料からなっていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれ
か一項記載の巾木用カバー。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項記載の巾木用カバーを用いたリフォーム工法であって、
　既設床材の上に新設床材を敷設する新設床材施工工程と、
　前記立板部で前記巾木の前面を覆うと共に前記立板部の下部から前記巾木とは反対方向
に前記底片部を突出させて該底片部で前記新設床材と前記巾木との隙間を覆う下部カバー
材施工工程と、
　前記上片部で前記巾木の上面を覆うと共に前記上片部の前記壁とは反対側の端縁部から
前記下方突出板部を下方に突出させる上部カバー材施工工程と、を含むことを特徴とする
リフォーム工法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、巾木用カバーおよびこれを用いたリフォーム工法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅等の建物において、リフォーム工事を行う場合に、既設の巾木を撤去せずに巾木用
カバーで覆うことが行われている（例えば、特許文献１～４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－４４１４１号公報
【特許文献２】登録実用新案第３１８５９５７号公報
【特許文献３】特許第３９４２４４８号公報
【特許文献４】特許第３５０４７８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、リフォーム工事において、既設床材上に新設床材を敷設する、いわゆる増し
貼りを行う場合に、既設床材上に新設床材を巾木の位置まで正確に敷設するためには、新
設床材の端縁部を巾木の実際の形状に合わせて加工する作業等が必要になる。このような
作業は、非常に煩雑であって困難であり、巾木と新設床材との間に隙間を生じてしまうの
が実状である。このような隙間を巾木用カバーで覆うためには、厚みのある巾木用カバー
を使用する必要があり、巾木用カバーの室内空間側への張り出し量が大きくなってしまう
。このため、室内空間が減ることになり、また、外観上も違和感が生じてしまう。
【０００５】
　本発明は、室内空間側への張り出し量の拡大を抑制できる巾木用カバーおよびこれを用
いたリフォーム工法の提供を目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る巾木用カバーは、巾木の前面を覆う立板部と
、立板部の下部から前記巾木とは反対方向に突出する底片部とを有する下部カバー材と、
巾木の上面を覆う上片部と、該上片部の壁とは反対側の端縁部から下方に突出して前記立
板部に重ねられる下方突出板部とを有する上部カバー材と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　このように、下部カバー材が、巾木の前面を覆う立板部と、立板部の下部から巾木とは
反対方向に突出する底片部とを有するため、底片部で、巾木と新設床材との隙間を覆うこ
とができる。よって、巾木と新設床材との隙間とは無関係に立板部の厚みおよび上部カバ
ー材の厚みを設定することができるため、室内空間側への張り出し量の拡大を抑制するこ
とができる。
【０００８】
　前記下部カバー材は、前記立板部の下部に、前記巾木とは反対側が前記巾木とは反対方
向に段差状に張り出すとともに前記巾木側が前記巾木とは反対方向に段差状に凹む段部が
設けられている。この構成により、巾木の下部に室内空間側に突出する部分があっても、
この部分を段部の内側の空間に納めることができる。
　前記立板部の前記巾木側には、前記立板部の長手方向に延在する切断ガイド溝が複数形
成されている。この構成により、立板部の切断による寸法調整が容易となる。
　前記上片部の前記巾木側には、前記上片部の長手方向に延在する切断ガイド溝が複数形
成されている。この構成により、上片部の切断による寸法調整が容易となる。
【０００９】
　前記上部カバー材は、前記下方突出板部が前記立板部の前記巾木とは反対側に重ねられ
ていても良い。このように構成すれば、上部カバー材で巾木の上部および下部カバー材の
立板部の上部を覆うことができる。また、上部カバー材の下方突出板部が、下部カバー材
の立板部の下部の段部と同様に室内空間側に張り出すことになる。したがって、外観上の
違和感を抑えることができる。
【００１２】
　前記底片部が軟質の樹脂材料からなっていても良い。このように構成すれば、底片部が
接地面に追従して変形することで接地面の不陸等を吸収できる。
【００１３】
　前記上片部が軟質の樹脂材料からなっていても良い。このように構成すれば、上片部が
壁面に追従して変形することで壁面の不陸等を吸収できる。
【００１４】
　本発明に係るリフォーム工法は、上記巾木用カバーを用いたリフォーム工法であって、
既設床材の上に新設床材を敷設する新設床材施工工程と、前記立板部で前記巾木の前面を
覆うと共に前記立板部の下部から前記巾木とは反対方向に前記底片部を突出させて該底片
部で前記新設床材と前記巾木との隙間を覆う下部カバー材施工工程と、前記上片部で前記
巾木の上面を覆うと共に前記上片部の前記壁とは反対側の端縁部から前記下方突出板部を
下方に突出させる上部カバー材施工工程と、を含むことを特徴とする。
【００１５】
　このように、下部カバー材が、巾木の前面を覆う立板部と、立板部の下部から巾木とは
反対方向に突出する底片部とを有するため、底片部で、巾木と新設床材との隙間を覆うこ
とができる。よって、巾木と新設床材との隙間とは無関係に立板部の厚みおよび上部カバ
ー材の厚みを設定することができるため、室内空間側への張り出し量の拡大を抑制するこ
とができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、室内空間側への張り出し量の拡大を抑制できる巾木用カバーおよびこ
れを用いたリフォーム工法を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る第１実施形態の巾木用カバーを示す側面図である。
【図２】本発明に係る第１実施形態の巾木用カバーの施工例を示す断面図である。
【図３】本発明に係る第１実施形態の巾木用カバーの別の施工例を示す断面図である。
【図４】本発明に係る第１実施形態の巾木用カバーのさらに別の施工例を示す断面図であ
る。
【図５】本発明に係る第１実施形態の巾木用カバーのさらに別の施工例を示す断面図であ
る。
【図６】本発明に係る第２実施形態の巾木用カバーの施工例を示す断面図である。
【図７】本発明に係る第３実施形態の巾木用カバーの施工例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
「第１実施形態」
　以下、本発明に係る第１実施形態について、図１～図５を参照して説明する。
【００１９】
　図１は、第１実施形態の巾木用カバー１０を示すものである。この巾木用カバー１０は
、下部カバー材１１および上部カバー材１２の２部品からなっている。下部カバー材１１
および上部カバー材１２は、塩化ビニル等の合成樹脂材料からなる一体成形品である。
【００２０】
　下部カバー材１１は、押し出し成形品であり、押し出し方向を長手方向とする長尺状を
なしている。下部カバー材１１は、長手方向に直交する断面が全長にわたって図１に示す
一定形状をなしている。下部カバー材１１は、図２に示すように上下方向に広がるように
配置される立板部２１と、立板部２１の下端縁部から水平方向に広がるように突出する底
片部２２とを有している。立板部２１および底片部２２も押し出し方向を長手方向とする
長尺状をなしている。
【００２１】
　図１に示すように、立板部２１は、平板状の第一板部２５と、第一板部２５の底片部２
２側の下端縁部から第一板部２５と鈍角をなして斜め下方に突出する平板状の第二板部２
６と、第二板部２６の第一板部２５とは反対側の下端縁部から、第一板部２５と平行に第
一板部２５から離れる下方向に突出する平板状の第三板部２７とを有している。立板部２
１において、第二板部２６および第三板部２７は、第一板部２５よりも厚さ方向つまり水
平方向の一側に段差状に張り出す段部３０を構成している。段部３０は、水平方向の逆側
が第一板部２５よりも厚さ方向つまり水平方向の一側に段差状に凹んでいる。
【００２２】
　第一板部２５には、厚さ方向における段部３０の張り出し方向とは反対側の面に、立板
部２１の長手方向に直線状に延在するＶノッチである切断ガイド溝３３が、所定の等間隔
で複数平行に形成されている。切断ガイド溝３３は、立板部２１の長手方向に延びる底片
部２２と平行に延在している。切断ガイド溝３３は、第一板部２５の段部３０とは反対側
の端部から段部３０よりも手前までの所定の範囲に形成されている。下部カバー材１１は
、切断ガイド溝３３を除いて略一定の厚さとなっている。
【００２３】
　底片部２２は、平板状であり、立板部２１の第三板部２７の第二板部２６とは反対側の
端縁部から第三板部２７の厚さ方向において第一板部２５とは反対方向に突出している。
底片部２２は、第三板部２７に直交している。底片部２２の第三板部２７とは反対側の端
縁部には、底片部２２の突出方向の外側ほど下側に位置するように湾曲しつつ傾斜する傾
斜面３４が形成されている。底片部２２は、傾斜面３４が形成されることで掃除機などが
当たりにくくなる。
【００２４】
　上部カバー材１２も、押し出し成形品であり、押し出し方向を長手方向とする長尺状を



(5) JP 6789005 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

なしている。上部カバー材１２は、長手方向に直交する断面が全長にわたって図１に示す
一定形状をなしている。上部カバー材１２は、図２に示すように水平方向に広がるように
配置される上片部４１と、上片部４１の一端縁部から鉛直方向に広がるように下方に突出
する下方突出板部４２とを有している。上片部４１および下方突出板部４２も押し出し方
向を長手方向とする長尺状をなしている。
【００２５】
　図１に示すように、上片部４１は平板状である。下方突出板部４２も平板状であり、上
片部４１の一端縁部から上片部４１に対し垂直に突出している。上片部４１には、その厚
さ方向における下方突出板部４２の突出側の面に、上片部４１の長手方向に直線状に延在
するＶノッチである切断ガイド溝４５が、所定の等間隔で複数平行に形成されている。切
断ガイド溝４５は、上片部４１の長手方向に延びる下方突出板部４２と平行に延在してい
る。切断ガイド溝４５は、上片部４１の下方突出板部４２とは反対側の端部から下方突出
板部４２よりも若干手前までの所定の範囲に形成されている。下方突出板部４２の突出側
の端縁部には、突出先端側ほど下方突出板部４２の厚さ方向において上片部４１に近づく
ように傾斜する傾斜面４６が形成されている。
【００２６】
　ここで、上片部４１の切断ガイド溝４５を除く部分の厚さＴ１は、下部カバー材１１の
切断ガイド溝３３を除く部分の厚さＴ２と同等に設定されており、下方突出板部４２の厚
さＴ３は、厚さＴ１，Ｔ２よりも薄く、段部３０の第一板部２５からの張り出し量Ｄ１お
よび段部３０の第一板部２５からの凹み量Ｄ２と同等に設定されている。また、下方突出
板部４２の上下方向長さＬ１は、段部３０の上下方向長さＬ２と同等に設定されており、
傾斜面４６の上下方向長さＬ３は、第二板部２６の上下方向長さＬ４と同等に設定されて
いる。
【００２７】
　次に、上記した巾木用カバー１０を用いたリフォーム工法について説明する。
【００２８】
　図２に示すように、ここでは、リフォーム前の水平に広がる既設床材５１の上面に新設
床材５２を敷設し、リフォーム前の巾木５３を巾木用カバー１０で覆う場合を例にとり説
明する。巾木５３は壁５４の下端縁部に取り付けられている。
【００２９】
　まず、既設床材５１の上に新設床材５２を敷設する新設床材施工工程を行う。この新設
床材施工工程において、既設床材５１の上に増し貼りされる新設床材５２と巾木５３との
間に隙間５５が生じる。なお、この隙間５５を許容することで、煩雑であって困難な新設
床材５２の巾木５３側の端縁部を巾木５３の実際の形状に合わせて加工する作業等が不要
になり、新設床材施工工程の施工に要する時間および労力を大幅に低減することができる
ことになる。
【００３０】
　新設床材５２の上面から巾木５３の上面までの高さに、下部カバー材１１の高さを合わ
せるように、適宜の位置の切断ガイド溝３３を選択し、この切断ガイド溝３３に沿ってカ
ッタの刃先を移動させることで下部カバー材１１の立板部２１の第一板部２５を切断する
下部カバー材切断工程を行う。この下部カバー材切断工程は、新設床材施工工程の前に行
っても、新設床材施工工程の後に行っても良い。
【００３１】
　新設床材施工工程および下部カバー材切断工程の後、下部カバー材１１を、その立板部
２１を鉛直方向に沿わせ、その底片部２２を立板部２１の下端位置で水平方向に沿わせる
と共に、水平方向において立板部２１が巾木５３側に底片部２２が巾木５３とは反対側に
位置する姿勢とし、この姿勢で、底片部２２を新設床材５２の上面に載置させ、立板部２
１を巾木５３の室内空間Ｓ側の前面に両面テープ等で接着する下部カバー材施工工程を行
う。下部カバー材施工工程後の下部カバー材１１は、その立板部２１で巾木５３の前面を
覆うと共に、立板部２１の下部から巾木５３とは反対方向に底片部２２を突出させて、こ
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の底片部２２で新設床材５２と巾木５３との隙間５５を覆う状態となる。下部カバー材施
工工程後の下部カバー材１１は、立板部２１の下部に設けられた段部３０が、巾木５３と
は反対方向に張り出している。また、下部カバー材施工工程後の下部カバー材１１は、切
断ガイド溝３３が立板部２１における巾木５３側に形成されている。
【００３２】
　巾木５３の厚さと下部カバー材１１の第一板部２５の厚さとの合算値に、上片部４１の
下方突出板部４２からの突出長さを合わせるように、適宜の位置の切断ガイド溝４５を選
択し、この切断ガイド溝４５に沿ってカッタの刃先を移動させることで上部カバー材１２
の上片部４１を切断する上部カバー材切断工程を行う。この上部カバー材切断工程は、下
部カバー材施工工程の前に行っても、下部カバー材施工工程の後に行っても良い。
【００３３】
　下部カバー材施工工程および上部カバー材切断工程の後、上部カバー材１２を、その上
片部４１を水平に沿わせ、その下方突出板部４２を上片部４１から鉛直下方に突出させる
と共に、水平方向において上片部４１が壁５４側に、下方突出板部４２が壁５４とは反対
側に位置する姿勢とし、この姿勢で、上片部４１を巾木５３の上面に両面テープ等で接着
し、下方突出板部４２を下部カバー材１１の立板部２１の第一板部２５の室内空間Ｓ側の
前面に両面テープ等で接着する上部カバー材施工工程を行う。上部カバー材施工工程後の
上部カバー材１２は、上片部４１で巾木５３の上面および立板部２１の第一板部２５の上
面を覆うと共に、上片部４１の壁５４とは反対側の端縁部から下方突出板部４２を下方に
突出させて立板部２１の第一板部２５の巾木５３とは反対側の前面に重ねる。上部カバー
材施工工程後の上部カバー材１２は、切断ガイド溝４５が上片部４１の巾木５３側に形成
されている。
【００３４】
　以上のようにして、巾木用カバー１０で、巾木５３の前面および上面と、新設床材５２
および巾木５３の隙間５５とを覆うことになる。
【００３５】
　以上に述べた第１実施形態によれば、下部カバー材１１が、巾木５３の前面を覆う立板
部２１と、立板部２１の下部から巾木５３とは反対方向に突出する底片部２２とを有する
ため、底片部２２で、巾木５３と新設床材５２との隙間５５を覆うことができる。よって
、巾木５３と新設床材５２との隙間５５とは無関係に立板部２１の厚みおよび上部カバー
材１２の厚みを設定することができるため、巾木用カバー１０の室内空間Ｓ側への張り出
し量の拡大を抑制することができる。ここで、下部カバー材１１の切断ガイド溝３３を除
く部分の厚さＴ２を０．５ｍｍ以上２．０ｍｍ以下とし、より具体的には１．５ｍｍとし
ている。すなわち、巾木５３の一般的な厚さが２ｍｍ以上１０ｍｍ以下であることから、
下部カバー材１１の厚さＴ２を巾木５３の厚さ以下としている。
【００３６】
　また、下部カバー材１１は、立板部２１の下部に巾木５３とは反対方向に張り出す段部
３０が設けられているため、下方突出板部４２を立板部２１の上部の巾木５３とは反対側
に重ねて巾木５３の上部および下部カバー材１１の立板部２１の上部を覆った上部カバー
材１２と同様に室内空間Ｓ側に張り出すことになる。したがって、外観上の違和感を抑え
ることができる。しかも、段部３０の上下方向長さＬ２が下方突出板部４２の上下方向長
さＬ１と同等であるため、これらが対称状になり、外観上の違和感を一層抑えることがで
きる。
【００３７】
　また、下部カバー材１１には、立板部２１の巾木５３側に、立板部２１の長手方向と平
行に延在する切断ガイド溝３３が複数形成されているため、立板部２１の切断による寸法
調整が容易となる。
【００３８】
　また、上部カバー材１２には、上片部４１の巾木５３側に、上片部４１の長手方向に延
在する切断ガイド溝４５が複数形成されているため、上片部４１の切断による寸法調整が
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容易となる。
【００３９】
　ここで、下部カバー材１１には、立板部２１の下部に巾木５３とは反対方向に張り出す
段部３０が設けられているため、段部３０および底片部２２と巾木５３との間に空間６０
が生じる。このため、図３に示すように、下部に、本体部６１よりも室内空間Ｓ側に突出
する本体部６１よりも軟質の変形容易な突出片部６２がある巾木５３Ａに対しても、この
突出片部６２を段部３０の内側の空間６０内に納めることができ、巾木５３Ａの前面を立
板部２１で良好に覆うことができる。つまり、突出片部６２の除去等の面倒な作業が不要
になり、施工が容易となる。
【００４０】
　また、図４に示すように、上部材６５と下部材６６との２部材からなり、下部材６６が
上部材６５の室内空間Ｓ側の前面よりも室内空間Ｓ側に突出する突出部６７を有している
巾木５３Ｂに対しても、この突出部６７を段部３０の内側の空間６０に納めることができ
、巾木５３Ｂの前面を立板部２１で良好に覆うことができる。つまり、下部材６６の突出
部６７の除去等の面倒な作業が不要になり、施工が容易となる。
【００４１】
　また、図５に示すように、下部に、本体部７１よりも室内空間Ｓ側に突出する突出片部
７２があって本体部７１および突出片部７２が軟質の変形容易な材料で一体成形された、
厚さが薄い巾木５３Ｃに対しても、上片部４１の寸法を短くすることによって、上記と同
様に、上部カバー材１２が、上片部４１で巾木５３Ｃの上面および立板部２１の第一板部
２５の上面を覆うと共に、下方突出板部４２を上片部４１の壁５４とは反対側の端縁部か
ら下方に突出させて立板部２１の巾木５３Ｃとは反対側に重ねる状態となる。このように
厚さが薄い巾木５３Ｃの下部の突出片部７２についても、段部３０の内側の空間６０に納
めて、巾木５３Ｃの前面を立板部２１で良好に覆うことができる。
【００４２】
「第２実施形態」
　以下、本発明に係る第２実施形態について、主に図６を参照して第１実施形態との相違
部分を中心に以下に説明する。
【００４３】
　第２実施形態の巾木用カバー１０Ｄは、その下部カバー材１１Ｄが、上下方向に広がる
ように配置されて巾木５３の前面を覆う第１実施形態の第一板部２５と同様の立板部２１
Ｄと、立板部２１Ｄの下端縁部から巾木５３とは反対方向の斜め下方に突出し隙間５５を
覆って新設床材５２の上面に当接する底片部２２Ｄとを有している。下部カバー材１１Ｄ
も合成樹脂材料からなっており、底片部２２Ｄは立板部２１Ｄよりも軟質の変形容易な合
成樹脂材料からなっている。下部カバー材１１Ｄの底片部２２Ｄは、巾木５３との間に空
間６０Ｄが生じる。
【００４４】
　また、第２実施形態の巾木用カバー１０Ｄは、その上部カバー材１２Ｄが、上下方向に
広がるように配置されて立板部２１Ｄの巾木５３とは反対側に重ねられる第１実施形態と
同様の下方突出板部４２と、下方突出板部４２の上端縁部から壁５４側に斜め上方に向け
延出し巾木５３の上面を覆って壁５４の壁面に当接する上片部４１Ｄとを有している。上
部カバー材１２Ｄも合成樹脂材料からなっており、上片部４１Ｄは下方突出板部４２より
も軟質の変形容易な合成樹脂材料からなっている。
【００４５】
　このような第２実施形態によれば、下部カバー材１１Ｄの底片部２２Ｄが軟質の樹脂材
料からなっているため、底片部２２Ｄが新設床材５２の接地面に追従して変形することで
接地面の不陸等を吸収できる。
【００４６】
　また、上部カバー材１２の上片部４１Ｄが軟質の樹脂材料からなっているため、上片部
４１Ｄが壁５４の壁面に追従して変形することで壁面の不陸等を吸収できる。
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【００４７】
「第３実施形態」
　以下、本発明に係る第３実施形態について、主に図７を参照して第１実施形態との相違
部分を中心に以下に説明する。
【００４８】
　第３実施形態の巾木用カバー１０Ｅは、その上部カバー材１２Ｅが、水平方向に広がる
ように配置されて巾木５３の上面を覆う上片部４１Ｅと、上片部４１Ｅの壁５４とは反対
側の端縁部から鉛直方向に広がるように下方に突出する下方突出板部４２Ｅとを有してい
る。上片部４１Ｅの巾木５３側の下面には、上片部４１Ｅの長手方向に延在する直線状の
Ｖノッチである切断ガイド溝４５Ｅが複数形成されている。
【００４９】
　下方突出板部４２Ｅは、上片部４１Ｅの壁５４とは反対側の端縁部から鉛直下方に延出
する平板状の第一板部８１と、第一板部８１の上片部４１Ｅとは反対の下端縁部から第一
板部８１と鈍角をなして巾木５３側に斜めに突出する平板状の第二板部８２と、第二板部
８２の第一板部８１とは反対側の下端縁部から、第一板部８１と平行に第一板部８１から
離れる下方向に延出する平板状の第三板部８３とを有している。下方突出板部４２Ｅにお
いて、第一板部８１および第二板部８２は、第三板部８３よりも巾木５３とは反対側に張
り出す段部８５を構成している。段部８５は、水平方向の逆側が第三板部８３よりも巾木
５３から離れる方向に段状に凹んでいる。第三板部８３には、巾木５３側の面に、下方突
出板部４２Ｅの長手方向に延在する直線状の切断ガイド溝８６が複数形成されている。
【００５０】
　第３実施形態の巾木用カバー１０Ｅは、その下部カバー材１１Ｅが、上下方向に広がる
ように配置されて巾木５３の前面を覆う立板部２１Ｅと、立板部２１Ｅの下端縁部から水
平方向に広がるように巾木５３とは反対方向に突出し隙間５５を覆って新設床材５２の上
面に当接する底片部２２Ｅとを有している。底片部２２Ｅの巾木５３とは反対側の端縁部
には、巾木５３から離れるほど下側に位置するように湾曲しつつ傾斜する傾斜面３４Ｅが
形成されている。立板部２１Ｅの上端縁部には、上側ほど巾木５３側に位置するように傾
斜する傾斜面９１が形成されている。立板部２１Ｅの上下方向長さは、上部カバー材１２
Ｅの段部８５の上下方向長さと同等である。
【００５１】
　上部カバー材１２Ｅの第三板部８３を、適宜の切断ガイド溝８６の位置で切断した状態
とし、新設床材施工工程後、上片部４１Ｅを巾木５３の上面に両面テープ等で接着し、下
方突出板部４２Ｅの第三板部８３を巾木５３の前面に両面テープ等で接着する上部カバー
材施工工程を行う。この上部カバー材施工工程後、上部カバー材１２Ｅは、上片部４１Ｅ
で巾木５３の上面を覆うと共に上片部４１Ｅの壁５４とは反対側の端縁部から下方突出板
部４２Ｅを下方に突出させた状態になる。上部カバー材施工工程後の上部カバー材１２Ｅ
は、下方突出板部４２Ｅの上部に設けられた段部８５が、巾木５３とは反対方向に張り出
している。
【００５２】
　この状態で、下部カバー材１１Ｅを、その底片部２２Ｅを新設床材５２の上面に載置さ
せ、その立板部２１Ｅを上部カバー材１２Ｅの第三板部８３の室内空間Ｓ側の前面に両面
テープ等で接着する下部カバー材施工工程を行う。下部カバー材施工工程後の下部カバー
材１１Ｅは、その立板部２１Ｅで巾木５３の前面を覆うと共に立板部２１Ｅの下部から巾
木５３とは反対方向に底片部２２Ｅを突出させて底片部２２Ｅで新設床材５２と巾木５３
との隙間５５を覆う状態となる。
【００５３】
　第３実施形態によれば、下部カバー材１１Ｅが、巾木５３の前面を覆う立板部２１Ｅと
、立板部２１Ｅの下部から巾木５３とは反対方向に突出する底片部２２Ｅとを有するため
、底片部２２Ｅで、巾木５３と新設床材５２との隙間５５を覆うことができる。よって、
巾木５３と新設床材５２との隙間５５とは無関係に立板部２１Ｅの厚みおよび上部カバー
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材１２Ｅの厚みを設定することができるため、巾木用カバー１０Ｅの室内空間Ｓ側への張
り出し量の拡大を抑制することができる。
【００５４】
　上部カバー材１２Ｅは、下方突出板部４２Ｅの上部に巾木５３とは反対方向に張り出す
段部８５が設けられている。このため、段部８５が、立板部２１Ｅを下方突出板部４２Ｅ
の巾木５３とは反対側に重ねて巾木５３の下部および下方突出板部４２Ｅの下部を覆った
下部カバー材１１Ｅの立板部２１Ｅと同様に室内空間Ｓ側に張り出すことになる。したが
って、外観上の違和感を抑えることができる。段部８５の上下方向長さが立板部２１Ｅの
上下方向長さと同等であるため、これらが対称状になり、外観上の違和感を一層抑えるこ
とができる。
【００５５】
　上部カバー材１２Ｅには、下方突出板部４２Ｅの巾木５３側に、下方突出板部４２Ｅの
長手方向に延在する切断ガイド溝８６が複数形成されているため、下方突出板部４２Ｅの
切断による寸法調整が容易となる。また、上部カバー材１２Ｅには、上片部４１Ｅの巾木
５３側に、上片部４１Ｅの長手方向に延在する切断ガイド溝４５Ｅが複数形成されている
ため、上片部４１Ｅの切断による寸法調整が容易となる。
【００５６】
　ここで、下部カバー材１１Ｅは、上部カバー材１２Ｅの巾木５３とは反対側に重ねられ
ているため、巾木５３との間に空間６０Ｅを生じさせることが可能になる。このため、下
部に、室内空間Ｓ側に突出する部分がある巾木に対しても、この突出部分を空間６０Ｅ内
に納めることができ、巾木の前面を立板部２１Ｅで良好に覆うことができる。よって、巾
木の突出部分の除去等の面倒な作業が不要になり、施工が容易となる。
【符号の説明】
【００５７】
　１０，１０Ｄ，１０Ｅ　巾木用カバー
　１１，１１Ｄ，１１Ｅ　下部カバー材
　１２，１２Ｄ，１２Ｅ　上部カバー材
　２１，２１Ｄ，２１Ｅ　立板部
　２２，２２Ｄ，２２Ｅ　底片部
　３０　段部
　３３　切断ガイド溝
　４１，４１Ｄ，４１Ｅ　上片部
　４２，４２Ｅ　下方突出板部
　４５，４５Ｅ　切断ガイド溝
　５１　既設床材
　５２　新設床材
　５３，５３Ａ，５３Ｂ，５３Ｃ　巾木
　５４　壁
　５５　隙間
　６０　空間



(10) JP 6789005 B2 2020.11.25

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 6789005 B2 2020.11.25

【図５】 【図６】

【図７】



(12) JP 6789005 B2 2020.11.25

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100108578
            弁理士　高橋　詔男
(74)代理人  100094400
            弁理士　鈴木　三義
(72)発明者  川島　治
            東京都東村山市本町２－２０－６０
(72)発明者  石田　尚也
            東京都品川区大井１丁目２３番３号　フクビビル　フクビ化学工業株式会社内
(72)発明者  吉田　賢二郎
            東京都品川区大井１丁目２３番３号　フクビビル　フクビ化学工業株式会社内
(72)発明者  田中　俊也
            福井県福井市三十八社町３３字６６番地　フクビ化学工業株式会社内

    審査官  前田　敏行

(56)参考文献  特開２０１６－１１３８０８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２２７２３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１０７８７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０４４１４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０５－０８５９３１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０００－０９６８１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１１／０１０８３１８（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許第０５５９８６８１（ＵＳ，Ａ）　　　
              特開２０１２－０４１７４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０３２２４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０３４８２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３０６８４８５（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平１１－３２４３００（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｆ　　１９／０４　　　　
              Ｅ０４Ｇ　　２３／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

